
秋の雨（先の雨）・春の雨（後の雨） Autumn and Spring rains                         
 

▶パレスチナの降雨は 10 月頃から 4月頃に集中し、乾季の終わりを告げる最初の雨が秋に、雨期の最後

の雨が春に降る。 

秋の雨（直訳：先の雨、10～11 月頃）は畑を耕して種を

蒔く準備に必要であり、 

春の雨（直訳：後の雨、４～５月頃）は穀物や果物の生

長を助けるのに必要とされ、農夫たちは収穫を大きく左

右する豊かな春の雨を待ち望んだ。 

収穫は、５～10 月頃の乾季に行われる。 

 春：穀物の収穫（初穂の収穫） 

  秋：果物の収穫       
 
 
▶「秋の雨」はすでに二千年前のペンテコステに降りました（→使徒言行録 2：1～4※１）。しかし収穫の「春

の雨」はまだです。これが降るときが第二のペンテコステになります。私たちはその意味で、ヨエルの言

う「春の雨（後の雨）」を祈り待ち望む必要があります（→ヨエル書 2：23、上記聖句参照）。 
 
※１：五旬祭の日が来て、一同が一つになって集まっていると、突然、激しい風が吹いて来るような音が

天から聞こえ、彼らが座っていた家中に響いた。そして、炎のような舌が分かれ分かれに現れ、一人一人

の上にとどまった。すると、一同は聖霊に満たされ、“霊”が語らせるままに、ほかの国々の言葉で話し

だした。（使徒言行録 2：1～4） 

 

なお、エレミヤ書 5：24 にある定められた週の祭りとは、過越祭から 7 週間後の 5 月末から 6 月に行わ

れる七週祭（春の収穫祭）※２のことである。 

→出エジプト記 34：22、レビ記 23：15～16、民数記 28：26、申命記 16：10、16：16、歴代誌下 8：13 
 
※２：七週祭 除酵祭の 50 日後に行われた。民は感謝のしるしとして、また、神が続けて必要を満たし

て下さるという信頼を示すために、穀物を神にささげた。後に、「五旬祭」（聖霊降臨：ペンテコステ

Pentecostes：ラテン語）となる。→使徒言行録 2：1、20：16、コリントの信徒への手紙 一 16：8 

グラフ：クラブツーリズム       
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